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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外の政治情勢や地政学的リスクの高まりなどにより、先行

きに不透明感が強まったものの、国内経済は企業収益や雇用情勢の改善により引き続き緩やかな回復基調となりま

した。企業の収益は、製造業において昨年半ばからの増産が続いており、輸送用機器の回復や、世界的なＩＴ需要

から半導体・電子部品等において輸出が急増するなど、改善が進みました。また、９月の有効求人倍率は1.52倍と

バブル期の水準を超え各産業において人手不足感は極めて強くなっております。 

海外につきましては、ＩＭＦの世界経済見通しにみられるとおり、前回発表より上方修正され、経済活動の世界

的上昇は強まっております。今後、現地生産の拡大が見込まれることから、日本からの輸出増にも一定の影響を与

える見込みであります。 

このような環境下、当社グループは、インソーシング・派遣事業では、輸送用機器、住設関連、食品関連分野か

らの受注は引き続き堅調に推移し増収増益を確保いたしました。人材採用環境が厳しい中、効率的な採用と定着に

注力いたしました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高3,141,541千円（前年同四半期比15.1％増）、営業利益

22,772千円（前年同四半期は営業損失26,068千円）、経常利益31,462千円（前年同四半期は経常損失23,532千

円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は消費税等簡易課税差額収入が特別利益として84,940千円発生したこと

から70,419千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失22,929千円）となりました。

 

セグメント別の業績の概況は、次のとおりです。 

① インソーシング・派遣事業 

インソーシング・派遣事業におきましては、輸送用機器、住設関連、食品関連分野からの受注は引き続き堅

調に推移いたしました。また、地域的には、前期より中国地方および九州北部地域を強化してきた成果が現

れ、収益に貢献いたしました。

採用面では、無期雇用化を進めたことから順調に採用が進捗いたしました。

この結果、売上高は2,396,175千円（前年同四半期比10.9％増）、セグメント利益は210,229千円（前年同四

半期比16.0％増）となりました。

 

② 技術者派遣事業

技術者派遣事業におきましては、引き続き自動車等の輸送機器分野及び通信機器分野での需要が堅調に推移

いたしました。新卒人員に関しては全員の配属を完了し、既に売上高増強に寄与しております。また、経験者

採用が困難な情況の中、海外人材とともに新卒人材を売上高増の柱の一つに位置づけ、新卒採用強化対策の一

環として、教育施設の設備・環境・体制の整備を行い新たな新卒受け入れ態勢を構築しました。

この結果、売上高は257,362千円（前年同四半期比15.3％増）、セグメント利益は4,633千円（前年同四半期

はセグメント損失6,122千円）となりました。

 

③ 海外事業 

海外事業におきましては、主力のタイ国において、民間消費者指数の良化と自動車販売台数の増加があり、

回復の兆しが見られました。その状況下、買収した法人の顧客を中心に値上交渉を行なうとともに、販売管理

費の削減を進め利益率の改善に努めております。ベトナム国においては、引き続きコンサルティング事業及び

教育事業を中心に展開いたしました。

この結果、売上高は450,932千円（前年同四半期比42.4％増）、セグメント利益は5,925千円（前年同四半期

はセグメント損失1,902千円）となりました。

 

④ その他事業 

その他事業におきましては、主力の製造業向け現場改善コンサルティング事業が中国、東南アジアから引き

続き旺盛な反響があり、堅調に推移しました。一方、もう一つの主力であるスタディツアー事業においては、

中国、東南アジアのみならず欧米および北米、南米からの参加が増加いたしました。

この結果、売上高は37,071千円（前年同四半期比33.8％増）、セグメント利益は3,024千円（前年同四半期

はセグメント損失1,116千円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は5,569,664千円となり、前連結会計年度末に比べ138,814千円増加

しました。主な要因は、現金及び預金が126,181千円増加したことによるものであります。 

 負債合計は3,348,357千円となり、前連結会計年度末に比べ102,576千円増加しました。主な要因は、１年内返済

予定の長期借入金が57,598千円、長期借入金が49,999千円減少したものの、賞与引当金が74,542千円、その他流動

負債が114,180千円、それぞれ増加したことによるものであります。 

 純資産合計は2,221,306千円となり、前連結会計年度末に比べ36,238千円増加しました。主な要因は、利益剰余

金が32,827千円増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年６月期の連結業績予想につきましては、概ね計画通りに進捗しているため、平成29年８月14日発表の業

績予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年６月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,362,422 3,488,604 

売掛金 1,315,233 1,303,114 

その他 294,223 301,142 

貸倒引当金 △3,404 △1,115 

流動資産合計 4,968,475 5,091,747 

固定資産    

有形固定資産 90,899 94,584 

無形固定資産    

のれん 61,125 57,750 

その他 2,228 5,803 

無形固定資産合計 63,353 63,553 

投資その他の資産 308,121 319,778 

固定資産合計 462,374 477,916 

資産合計 5,430,849 5,569,664 

負債の部    

流動負債    

1年内返済予定の長期借入金 357,622 300,024 

未払金 926,983 946,586 

未払法人税等 78,986 68,821 

賞与引当金 71,648 146,190 

その他 264,661 378,842 

流動負債合計 1,699,902 1,840,465 

固定負債    

長期借入金 796,671 746,672 

役員退職慰労引当金 322,307 322,307 

退職給付に係る負債 406,649 418,843 

その他 20,252 20,069 

固定負債合計 1,545,879 1,507,891 

負債合計 3,245,781 3,348,357 

純資産の部    

株主資本    

資本金 419,191 419,191 

資本剰余金 339,122 339,122 

利益剰余金 1,451,497 1,484,324 

自己株式 △25,224 △25,224 

株主資本合計 2,184,587 2,217,414 

評価・換算差額等    

為替換算調整勘定 △2,810 △8,490 

その他の包括利益累計額合計 △2,810 △8,490 

新株予約権 5,073 6,033 

非支配株主持分 △1,782 6,348 

純資産合計 2,185,068 2,221,306 

負債純資産合計 5,430,849 5,569,664 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 

 至 平成28年９月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年７月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 2,728,568 3,141,541 

売上原価 2,363,899 2,693,574 

売上総利益 364,668 447,967 

販売費及び一般管理費 390,737 425,194 

営業利益又は営業損失（△） △26,068 22,772 

営業外収益    

為替差益 － 6,970 

助成金収入 4,250 － 

その他 1,370 3,103 

営業外収益合計 5,620 10,074 

営業外費用    

支払利息 398 982 

為替差損 2,416 － 

その他 269 402 

営業外費用合計 3,084 1,385 

経常利益又は経常損失（△） △23,532 31,462 

特別利益    

消費税等簡易課税差額収入 － 84,940 

特別利益合計 － 84,940 

特別損失    

固定資産除却損 － 2,384 

特別損失合計 － 2,384 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△23,532 114,017 

法人税、住民税及び事業税 23,338 66,829 

法人税等調整額 △25,197 △30,043 

法人税等合計 △1,858 36,785 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,674 77,231 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,255 6,812 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△22,929 70,419 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 

 至 平成28年９月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年７月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,674 77,231 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △21,541 △4,747 

持分法適用会社に対する持分相当額 △174 6 

その他の包括利益合計 △21,716 △4,741 

四半期包括利益 △43,390 72,490 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △45,668 64,739 

非支配株主に係る四半期包括利益 2,277 7,750 

 

- 6 -

株式会社平山ホールディングス（7781）　平成30年6月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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